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子 ど も の 金 銭 感 覚 の発 達 （ 第2 報 ）

昭和女大短大　 由比ヨ シ子

家 庭教育 との関連一一･-一一

群馬女子短大　 岡野雅子

教　育　231

（ 第2  報）

高松中 央高　西川　 真理子

【目的】自ら主体的に判断 できる消費者 であることは。 こ れからの社会に 生き る子ども に

とって必須事項の一っ であ ろ･うが。 消費者教育の対象と なる 子ど もたちは、 金銭について

及びそ れに代表される社会 機構についてどのような認 識をし てい るのだろ うか。 それを 明

ら かにして消費者教育のた めの基礎的資 料とし たい。 ところ で。 金銭感覚 や消 費者とし て

の姿勢 は。了家 庭にお ける意図的・無意図的教育の影響 が大きいと 考えられる。 そこで今回

は、 家 庭教育 の担い手とし ての母 親の金 銭感覚や消費 者意識との関連につい て探る。

【方法】対象 者は、 群馬県内の公立小学校３年生と その母親の122 組及び私立幼稚園年長組

幼 児と その母 親の102 組の計224 組である。 小学３年生と 母親には質問紙調査を。 幼児には

面接調 査を行っ た。 調査時 期は平成２年 ６月～T 月である。

【 結果]  ①金銭に関する イメージは、 母一子を ペアにし て回答を見るとほと んど有意な相

関 は見い 出せ ない。 ②家庭 教育について は「お 手伝い は叙まれる とすぐする」「お 母さ ん

は『もっ たい ない 』と言う 』の項目で幼児と小学３年 生の差が大きく小３ は「 そう」の回

答 が多 い。 年 齢の高い､母親 の方が「もっ たいないと言 う」の回答が多く、 専任職の母親は

「お 金は勤労 の結果 得ると 話す」「お ねだりは我慢さ せる 」が少ない。 母一子 をペアにし

た回答の相関 は小学３ 年生 で「お 金の使い方 につい て助言し てくれる( 助言する）」が有

意を示すのみである。 家 庭教育の発信側（ 母）と受 信側（ 子）の間に認識のズレの存在が

うかがえる。 ③母親の消費生活についての意識には。 職業の有無による差は見られず年齢。

による差が若 干認められたが。 母一子を ペアにし た回答の相関には有意差は認 められない。

行事食から見た母親の家庭におけ食教育

○ 田 中　 伸 子

目 的：　 女性の社会進出 の増加 に伴い、社会情勢特に家庭に様々な影響が現れている。食

生活においては、健康意’識のI高 揚、 食品 の多 様化、新食品材料 の開発、外食 産業 の発達な

どが起因 となり大 きく変 わり̂つ つあ る。 人間 は時 の流 れの中で母から子 へ、子から孫への

伝承を繰り返し古代からの食生 活を支えて来 たのであ る。 従って食文化 の伝承は人間 の貴

重な文化遺産とし て受け 止めるべきである。 そこで家齢における食 の伝承をテ ーマとして

実態を調査し、将来、食の管理者を目 指し ている学生 の指導資料 とす ることを目的に、今

回は年中行事 の内のお正月料理を中 心に調査し、 その結果を分析し報告す る。

方法：　 調査対象は、私立女子大学および短 期大学 １年 次生で、 将来食生活管理者を目指

している者200 人とその母親で合計400 人とし た。 調査期間は1989 年12 月～1990 年I 月とし、

調査用紙を配布し自記式解答により調査した（ 回収率il ％）。

結果：　 調査対象となった母親 の平均年令は、46. 9±4. 1であった。 64. i%･が有職者で、

内55. 2％（常勤 の勤務29 ％、自営業26.2 ％）が常勤者であった。家族形態 は72. 4％が核家族

であり、平均家族数は4. 5人、平均子供数は2. 2人であった。母親の食生 活意識とお正月料

理との関 係について、林式数量化 Ⅲ類を用いて分析したところ、母親の食生活 意識が健康

志向、教育志向、情報活用志向 の強い場合、数の子にはじまる伝統的おせち料理を準 備す

る傾向 が認 められた。雑煮 はいず れの場合 も圧倒的 多数が祝膳に供していた。 さらに食品

を選訳す る時 の各 種表示 に対す る関心度を母娘で比較したところ、製造年月日に関し て93

％、90.  1％といず れも高い数値を示し たものの、全般的 に娘 の方が関心度は低かった。


